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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の デ ジ タ ル 複 写 機 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 複 合 装 置 で は 、 定 着 装 置 の 温 度 を 予 熱 温 度 に し
た 省 エ ネ 効 果 の 少 な い 第 １ の 節 電 モ ー ド と 、 定 着 を オ フ す る な ど 高 い 省 エ ネ 効 果 の 得 ら れ
る 第 ２ の 節 電 モ ー ド の ２ つ の 節 電 モ ー ド を 有 す る も の に お い て 、 印 字 や 操 作 が さ れ な い 状
態 が 短 い 時 間 で あ れ ば 第 １ の 節 電 モ ー ド に な り 、 さ ら に 放 置 す る と 第 ２ の 節 電 モ ー ド に な
る 。 ま た 節 電 キ ー を 単 押 し し た 場 合 は 第 １ の 節 電 モ ー ド に な り 、 長 押 し し た 場 合 は 第 ２ の
節 電 モ ー ド に な る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。 同 様 に 、 第 １ の
節 電 モ ー ド と 、 こ の 第 １ の 節 電 モ ー ド よ り 高 い 省 エ ネ 効 果 の 得 ら れ る 第 ２ の 節 電 モ ー ド の
２ つ の 節 電 モ ー ド を 有 す る も の に お い て 、 印 字 や 操 作 が さ れ な い 状 態 が 短 い 時 間 で あ れ ば
第 １ の 節 電 モ ー ド に な り 、 さ ら に 放 置 す る と 第 ２ の 節 電 モ ー ド に な る 。 ま た 節 電 キ ー を 第
１ の 操 作 方 法 で 行 っ た 場 合 は 第 １ の 節 電 モ ー ド に な り 、 第 の 操 作 方 法 で 行 っ た 場 合 は 第
２ の 節 電 モ ー ド に な る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ を 参 照 。 ） 。
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